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①被害様相について

 行政のみならず、個別の施設管理者、民間企業、地域が、防災・減災対策を検討する上で、備えるべきこ
とを具体的に確認するための材料として作成したもの。

 南海トラフ巨大地震で発生する可能性のある事象を、東日本大震災や平成28年熊本地震、北海道胆振東部
地震、令和６年能登半島地震などの被災状況や復旧推移をもとに、一部、阪神・淡路大震災での状況を踏
まえて想定したもの。

 前回調査では中央防災会議（平成25年3月）による南海トラフ巨大地震の被害様相をベースに、高知県の起
こり得る事象を反映させた。

 令和7年3月に中央防災会議から被害様相の改定版が公開されたことから、これをベースにするとともに、
令和6年能登半島地震の調査・分析結果を踏まえて、前回作成した被害様相の充実化を図る。

 １）Ｌ１：発生頻度の高い一定程度の地震・津波（安政南海地震クラス）における「冬深夜」の値

 ２）Ｌ２：最大クラスの地震・津波の8ケースのうち死者数が最大津波ケース④」における「冬深夜」の値

１ 被害様相について



3

２ 県の被害様相（前回）と国の被害様相（最新）の比較

国の被害様相（R7.3）の項目
県の被害様相（H25.5）からの追加項目例

（キーワードを抜粋）

建物被害、屋外転倒・落下

揺れ・液状化
・軟弱地盤地域での杭基礎被害
・後発地震や余震による被害拡大

津波
・津波警報による消火活動支障
・浸水した自動車や太陽光発電からの出火

火災 ・感震ブレーカー設置による出火抑制

人的被害

直接死
・火災旋風による死傷者の増大
・津波火災による避難ビル等での死傷の発生

災害関連死

・地震・津波に伴うショック・ストレス
・津波による低体温症
・屋外での長時間避難に伴う熱中症・低体温症、疲労等
・初期治療の遅延、日常的な治療の困難
・避難所等の劣悪な生活環境による心身の健康被害
・猛暑による熱中症や冬季の低体温症等による死亡
・要配慮者を中心に、生活上必要な支援を受けられずに死亡
・精神的ストレスに伴う疾患や自殺等
・災害応急対策活動に伴う過労
・生活環境の変化等に伴う死亡

ライフライン被害

上水道
下水道

・耐震化未実施の管路・施設等の甚大被害
・全国被害による復旧作業の遅れ

電力
情報通信

・全国被害による復旧作業の遅れ

都市ガス ・対策の推進による低圧導管の供給停止範囲の極小化
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国の被害様相（R7.3）の項目
県の被害様相（H25.5）からの追加項目例

（キーワードを抜粋）

交通施設被害

道路

・緊急輸送道路沿道の耐震性の低い建物倒壊による道路閉塞
・高速道路での大規模な交通渋滞の発生
・緊急の仮復旧と啓開によって内陸部の広域ネットワークが
最優先で確保
・航路啓開後、港湾を経由した道路啓開用資機材の搬入
・アクセスが海路・空路に限定（さらに厳しい様相）

鉄道 ・技術者・専門的知見が不足する地域鉄道の自力復旧の困難

港湾
・津波火災による港湾利用再開遅延
・地震・津波による港湾施設被害が要因の高潮被害の発生

空港 ・強い揺れや津波を伴う余震による再度の閉鎖

生活への影響

避難者

・軟弱地盤上のマンション被害による避難者の増加
・在宅避難者やペット同行避難者への対応不足
・女性、妊婦、乳幼児の感染症等の発症
・広域避難者の多数発生による行政の生活支援の困難化

帰宅困難者 ・膨大な帰宅困難者の発生、一時滞在施設の不足

物資 ・観光シーズン等の発災による平時以上の物資の不足

医療機関 ・医療空白地域の発生、長期湛水地域の医療機関の孤立

保健衛生・防疫等 ・アレルギー対応の食事の不足、哺乳瓶の消毒不可等の影響

各種生活サービス
・公共交通機関の運休、保育所・学校等の休業・休校、行政
サービスの停止など 4
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国の被害様相（R7.3）の項目
県の被害様相（H25.5）からの追加項目例

（キーワードを抜粋）

災害廃棄物等
・用地不足による避難所、仮設住宅用地と仮置場等の用地利
用の調整

その他の被害

道路閉塞
・沿道建物やブロック塀、電柱等の倒壊による復旧作業の遅
れ

要配慮者

・生活環境の変化などからくる心身の負荷による災害関連死
・外国人に対する支援不足
・一般避難所での障害者・介護者のストレス増加
・平時の介護サービスの中断による心身の健康上の影響
・介護職員等の業務量過多による離職者の増加

孤立集落 ・高齢化が進む孤立集落では外部への支援要請伝達も困難

経済被害
・自粛行動による商業・観光サービス業の売上低下
・商店・企業の撤退・倒産、地域経済全体の地盤沈下
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２ 県の被害様相（前回）と国の被害様相（最新）の比較
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①被害様相の検討項目

３ 被害様相の検討項目

（※赤字は前回より追加する項目）
（※下線は事例をあげた項目）

1. 建物被害

2. 屋外転倒物、落下物

3. 人的被害
3.9 災害関連死

4. ライフライン被害
4.1 上水道
4.2 下水道
4.3 電力
4.4 情報通信（電話・インターネット等）
4.5 ガス（都市ガス）
4.5-2 ガス（LPガス）

5. 交通施設被害
5.1 道路（高速道路、一般道路）
5.2 鉄道
5.3 港湾
5.4 空港

6. 生活への影響
6.1 避難者
6.2 帰宅困難者
6.3 物資
6.4 医療機能
6.5 保健衛生、感染症、ご遺体への対応等
6.6 各種生活サービス
（公共交通機関、教育、福祉、子育て等）

7. 災害廃棄物等
7.1 災害廃棄物等

8. その他の被害
8.1 エレベーター内閉じ込め
8.2 長周期地震動
8.3 道路閉塞
8.4 道路上の自動車への落石・崩土
8.5 交通人的被害（道路）
8.6 交通人的被害（鉄道）

8.7 要配慮者
8.8 宅地造成地
8.9 危険物・石油基地
8.10 大規模集客施設等
8.11 駅
8.12 文化財
8.13 孤立集落
8.14 災害応急対策等
8.15 堰堤、農業用ため池等の決壊
8.16 地盤沈下による長期湛水
8.17 複合災害
8.18 漁船・船舶・水産関連施設被害
8.19 治安

9. 経済的な被害
9.1 民間部門
9.2 準公共・公共部門
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４－１ 被害の様相 災害関連死（１）
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４－１ 被害の様相 災害関連死（２）



9

４－１ 被害の様相 災害関連死（３）
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４－１ 被害の様相 災害関連死（４）
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①災害関連死に至った要因や死因について

 石川県内市町が合同で開催した「災害弔慰金等認定審査会」（第１回～第２５回）において、
令和６年能登半島地震に係る災害関連死として認定された367件の事例をもとに災害関連死の
要因を分析した。

 自宅で被災し、複数回の移転、生活環境の変化により心身に相当の負荷が生じ亡くなったケー
スや施設で被災し、停電・断水等により体力が低下し亡くなったケースなどが認定の主な理由
となっている。

 367人のうち、80代が142人、90代が139人と多く、100歳以上も16人いた。80歳以上で8割
となっている。男女別でみると、80代以下では男性の死者が多いが、90代以上になると女性
の死者が多い。

 時系列の死者数を見ると、２週間以降1ヶ月以内の死者が最も多く、その後は減少している。

 死因では、循環器系の疾患と呼吸器系の疾患が多くなっている。循環器系の疾患では女性が多
く、呼吸器系の疾患では男性が多く、女性の倍となっている。新型コロナウイルスなどの感染
症や津波で被災した影響と考えられる損傷などの損傷や傷病などの外因の影響や感染症なども
見られた。また、栄養失調や腎尿路生殖器系の疾患も見られた。

 死亡した場所をみると、病院が7割を示しており、次いで施設が2割弱となっている。

 避難状況をみると、避難所から病院に移動した例が多いが、中には避難所から1.5次避難所ま
たは2次避難所に移動してから病院に移動した例があった。また、もともと施設に入所してい
た方が病院に移動した例もあるが、施設から避難所に移動してから病院に移動する例もあった。

４－１ 令和６年能登半島地震における石川県の災害関連死の実態（１）

出典：石川県災害弔慰金等認定審査会資料
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①災害関連死に至った要因や死因について

４－１ 令和６年能登半島地震における石川県の災害関連死の実態（２）

災害関連死者の年代内訳

災害関連死者の男女別の年代内訳

時系列に応じた災害関連死者の推移

災害関連死者の死因 災害関連死者の死亡した場所

出典：石川県災害弔慰金等認定審査会資料
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①災害関連死の死亡した場所について

４－１ 令和６年能登半島地震における石川県の災害関連死の実態（３）

病院に至った内訳（直前）

避難所・ビニールハウス・役所

一時帰宅・在宅避難

車中

家族・親戚宅

知人宅

スポーツセンター（1.5次）

ホテル（2次）

がれき下敷き

発災前の施設（福祉、老健、特養）

発災前の病院

 いくつもの避難所や親戚・知人宅を転々と移動さ
れた方もあった

 もともと施設に入所していて病院とか施設から避
難所へ行き病院という方がいる

 避難所では市外や県外に移動された方もあった
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４－２ 被害の様相 上水道
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４－３ 被害の様相 孤立集落
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４－４ 被害の様相 長期湛水
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４－５ 被害の様相 複合災害（１）


